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「奉仕の心を胸に、未来へ飛び立とう！

赤坂ロータリークラブ」

本日の例会:2026年10月23日 通算1817回 本年度 第13回 

場所：ANAインターコンチネンタルホテル東京 地下1F「オーロラ」 


卓話： 山口 博喜氏（森ビル 技術顧問）

第1816回 例会報告 2026年10月9日
出席報告 会員48名 / 出席29名
ゲスト 足立淳一郎（卓話）
ビジター

大切さを感じる卓話でした。（文責：石井敬介）
会長報告

ポリオプラスソサエティの打診をしました。
報告事項

秋田北RCとのバナー交換を行いました。
卓話 足立 淳一郎氏（公益財団法人グルー・バンクロ

フト基金 業務執行理事）

黒田ポピー（東京グローバルRC）、遠藤園
子（東京グローバルRC）　計3名（敬称略）

テーマ 「海外留学で広がる人生の選択肢」

紹介者／鈴木会員

足立淳一郎氏より、約100年にわたり日本人学生の米
国留学を支援してきたグルー・バンクロフト基金につ
いてお話しいただきました。同基金は、単に奨学金を提
供するだけではなく、卒業生によるメンタリングや大
学選びの支援など、留学前から卒業後まで学生の成長
を支えていることが大きな特徴です。

ご自身の米国留学や、若き日のドナルド・トランプ氏と
のエピソードも交えながら、「留学そのものを目的にす
るのではなく、留学を通して何を学び、その後どう生か
すかが大切」と語られました。また、スポーツ界で海外
経験を持つ選手が活躍しているように、さまざまな分
野で「海外組」を増やすことが日本の将来にもつながる
とのお話でした。

奨学生同士や卒業生との世代を超えたつながりについ
ても紹介され、若者の挑戦を社会全体で支えることの

卓話者／足立さん金山会長
10月9日  8件／17,000円 　累計314,000円　

多額の寄付を有難うございました。(敬称略)

遠藤園子（東京グローバルRC）／金山驍／出川敬司／森本由美
（東京麻布RC）／西澤民夫／小林博茂／穂苅裕久／福田栄二／

中森真紀子

ニコニコ メッセージ(抜粋/敬称略)

遠藤園子　いつもお世話になっております。本日は会場見学さ
せて頂きます。
金山驍　足立様、本日の卓話宜しくお願い致します！黒田会長、
遠藤幹事ようこそ！林さんニコニコお疲れ様です。
西澤民夫　足立様、楽しみにしています。黒田会長、遠藤幹事、よ
うこそいらっしゃいました。
福田栄二　久しぶりの例会出席で、いささか緊張しております。
皆様と会えて嬉しいです。



聴導犬協会募金にご協力ありがとうございます！

10月9日 6件／191,000円　累計 78名／733,000円 

今回寄付していただいた方 （々敬称略、順不同）

金山驍／出川敬司／岩上義明／西澤民夫／穂苅裕久／濱本晃
目標額100万円まで　あと267,000円

日時 2026年10月17日（土）11:30～
場所 ニューキャッスルホテル
出席者 金山驍、出川敬司、岩上義明、小林博茂、穂苅裕

久、河邉幸夫、長谷川毅、鈴木貞史、小川大介、
石原康行、倉成雄介（出席11名/敬称略、順不同）

福山赤坂30th記念式典

新入会員歓迎会

10月6日、通常の火曜会に代わり、ホテルニューオータニ
「ガンシップ」にて新入会員歓迎会を開催しました。甲斐

剛誌さん、高橋信昭さん、堀野功さん、百足健一さんの4
名を新たな仲間としてお迎えし、和やかな雰囲気の中で

会員同士の親睦を深める、温かく楽しいひとときとなり
ました。（文責：石井敬介）

10月17日、福山ニューキャッスルホテルにて開催された
福山赤坂RC創立30周年記念式典に、東京赤坂RCから11
名の会員が参加しました。

式典では当クラブの金山会長による挨拶も行われ、福山
赤坂RC創立30周年という大きな節目を祝いました。両
クラブの親睦を深める機会となりました。

日時 2026年10月6日（火）18:30～
場所 ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ東京ｶﾞｰﾃﾞﾝｺｰﾄ4Fｶﾞﾝｼｯﾌﾟ ﾘｰｼﾞｪﾝﾄﾙｰﾑ



No.3  小川 大介

『教え方では


人は変わらない』

18歳で塾講師になった私は、いい先生なら子どもを変えられ
ると、本気で信じていました。

分からないのは教え方が悪いから。やる気が出ないのは働き
かけが足りないから。授業技術を磨けば、もっと子どもを伸ば
せる。20代前半の私は、そんな教育観を持っていました。

ところが26歳で個別指導塾の代表になり、一人ひとりと向き
合うようになると、その常識が崩れます。同じように教えても、
同じようには伸びない。同じ言葉をかけても、受け取り方がま
るで違う。


「教え方」の前に、「この子はどういう人なのか」を知らなけれ
ばならない。

そこから私の探究が始まりました。

コーチングを学び、28歳でNLPと出会い、視覚・聴覚・身体感覚
の違いを捉えるVAKを学習指導に取り入れました。さらに実践
を重ねると、3つの分類では捉えきれない、もっと多様な違い
が見えてきました。

37歳で東京に進出してからは、子どもと親の個別分析に一層
力を入れました。何千組もの親子と話し、その人がどう見て、
考え、感じ、動くのかを観察する。そこから「見守る子育て」と
いうアプローチを開発し、書籍も出版しました。

その過程で、慶應義塾大学の安藤寿康先生の研究を通して行動
遺伝学を知ります。衝撃でした。

当時すでに8000件を超えていた個別面談を通して、私が捉え、
体系化を進めてきた「人には生まれ持った違いがある」という
人間理解と、双生児研究などを通してアカデミアで積み上げら
れてきた行動遺伝学の知見とが見事に重なり合っていたので
す。

私は現場から。研究者たちは学術研究から。

その重なりによって確信を深め、さらに整理と検証を進めたも
のが、人の学び方と行動の特性を90通りに整理した「才能タイ
プ理論」です。人が生まれ持った特性と、成長の中で形づくられ
る自己認知との関係から、その人ならではの才能の現れ方を
捉える理論です。

18歳の私は、人を変えることが教育だと思っていました。しか
し30年以上経った今、その考えは大きく変化しています。

人を変えようとする前に、その人の才能タイプを知る。

違いを直そうとするのではなく、その違いの奥にある才能を
どう活かせるかを考える。

人を変えるのではなく、生まれ持った違いを理解し、関係を変
えていく。

すると、結果が変わる。



人は違うから面白い。

今後の予定

日付

10月29日

  （木）

11月6日

11月13日

11月20日

11月27日

12月4日

12月7日

12月18日

12月25日

1月1日

時間

12:30

13:30

12:30

13:30

12:30

13:30

12:30

14:30

12:30

13:30

12:30

13:30

場所

東京会館

37F「アリエス」 

ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京

赤坂インターシティAir

「the Green」

37F「アリエス」 

ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京

37F「アリエス」 

ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京

37F「アリエス」 

ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京

地下1F「プロミネンスⅠ」 

ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 40周年記念式典

12:30

13:30

地下1F「オーロラ」 

ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京

中山 淳史氏（日本経済新聞社 コメンテー
ター）例会

休会

休会

事項

例会

例会

例会

例会

例会

例会

例会

内容

ガバナー公式訪問　東京会館　東京南RC合同
例会

粟山 僚子氏（東京労働局雇用環境・均等部
長)

五十嵐 亮太氏（野球評論家　元ヤクルト、元
大リーガー、元ソフトバンク）

第３回クラブ協議会

本阿弥 光次氏（刀剣鑑定士・刀剣研師　本阿
弥家当主）

河野 克俊氏（元 自衛隊統合幕僚長）

東京赤坂ロータリークラブ ／ ● 会長：金山驍　副会長: 岩上義明　幹事：出川敬司　会報リーダー：石井敬介
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